





















 六川家の敷地は、レジストロ中心部から西へ直線で約 10 ㎞の四部 437 番にある。植民地
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2) 肱岡明美氏(Federal Institute of Education, Science and Technology of São Paulo)によれば、六川家住宅はバーとして
使用されていたという。 
写真 2-4-2 六川家住宅の現状（左：西側にある調査対象の建物、右：東側の建物） 






2 棟が L 字形に配された建物のうち、水路上の建物は梁行 5.5m×桁行 6.4m、もう一方の
建物は梁行 5.5m×桁行 7.3m である。水路上の建物は間仕切り壁によって 3 室に分けられて
おり、テラスから入ったすぐの居室は約 6 帖で、残りの 2 室は約 2.3 帖の正方形である。 
なお、水路の上にある北側の居室は、床板と壁面にタイルが張られていた痕跡が確認でき
た 3)。 




敷かれていた形跡は確認できなかった。なお床板の厚みは 27 ㎜で、約 600 ㎜間隔で配され
た丸太によって支持されていたことが確認できた。さらに、室内の天井は貼られていない
が、柱の上部には、周り縁の痕跡（写真 2-4-5）が確認できたことから、かつては、天井が
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る柱は 115 ㎜角の正方形断面となっているが、土壁に覆われる範囲の柱は 40 ㎜削られ、見
込み寸法が 75 ㎜となっている。ここには、土を塗りつけるための、ヤシの木舞を留めた洋
釘が打たれている。 
楣が収まる外部のコーナー部は 40 ㎜の厚さで 45°に加工されている。柱の室内側は幅
100 ㎜、厚さ 15 ㎜が欠き込まれている。楣は外側から嵌めこむように施工されており、外
図 2-4-4 「大留め」の窓枠形状（左：外部から見た図、右：内部から見た図） 








 開口部の内法寸法は 1.57m×0.8m で、両開きのガラス窓に、高さ 30 ㎝の欄間が設けられ
ている。なお、ガラス窓の室内側には内開きとなる板戸が建て込まれている。 
 これまで現地調査を実施した 6 件の住宅のうち、大壁造りで大留めを確認できた建物は、
六川家住宅のほかに、深澤家住宅と沖山剛造家住宅である。また、目視によって現地で確認
できた中村家住宅と清水家住宅兼製茶工場でも大留めが採用されていた。これらのうち、建
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写真 2-4-7 残された屋根より確認できる軒反り 













ニオ・サルバ氏の手に移り、1947 年頃に天谷家で購入した。ちなみに「その 2 天谷邸の現
状と推定復元について」2)（本書 2 章 6 節）で取り上げた住宅は、当初は捨吉の住まいであ
った。 
 
図 2-5-1 天谷家住宅 北側外観 
 
 
図 2-5-2 聞き取りによる天谷家の家系図 
 
 
1) 松村俊明『イグアッペ植民地開拓五拾周年記念』レヂストロ連合青年会 1963 年 12 月 
2) 拙稿「その 2 天谷邸の現状と推定復元について」『日本建築学会北海道支部 第 91 回研究発表会』pp.405～408、2018
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